
愛媛大学における防災GISマネジメント

2012年1月10日
四国ＧＩＳシンポジウム サンポート高松

• 愛媛大学防災情報研究センター 防災ＧＩＳ
研究会

• 山岸宏光・ネトラ プラカシ・板屋英治・
EHIME_EMT



愛媛大学におけるGIS
（個人研究室以外）

愛媛大学GIS 研究会

２００９年設立
１）産官学で構成
２）「GIS day in 四国」

を毎年１１月に開催

防災GIS研究会
２０１０年発足

１）大学と国・市町の防災担当者で構成
２）国、県、市町のGIS支援

EHIME_EMT
愛媛緊急地図化チーム

2011年4月発足

１）愛媛大学学部生・院生で構成（公募）
２）国、県、市町のGISデータのKMLへの

変換など



愛媛地域防災力研究連携協議会
と「防災GIS研究会」の発足



愛媛地域防災力研究連携協議会
「防災GIS研究会」の組織構成と課題

• 国：松山河川国道事務所、大洲河川国道事
務所、松山空港港湾事務所

• 愛媛県：県民環境部、土木部、農林水産部、

• オブザーバー：南予地方局 八幡浜支局、大
洲土木事務所、大洲市、西予市、内子町

• H22年度の計画：肱川流域をモデルとした
GISデータベース（試作版）の構築(終了）



Ｈ23年度「防災GIS研究会」のテーマ

• １）愛媛県管内の災害情報データの収集
とGISデータベースの構築

• ２）防災情報プラットホーム（WEBGIS)の
作成

• ３）GIS チームの設立と人材育成

• ４）種々の防災データのGIS解析



防災GISボランテア募集要項と現在の

メンバー・協力者
EHIME_EMT

大学院生：４名
学部生：５名
協力者：５名

３）GIS チームの設

立と人材育成

ささやかな2011年忘年会



EHIME_EMTの活動（初動から3ヶ月参加）
（東日本大震災支援避難者受入状況調査）

３月１１日 東北地方太平洋沖地震発生
３月１３日 防災ＧＩＳ分科会として活動開始
３月２５日～３１日 ＥＭＴに参加

ＥＭＴに参加した吉川（大産大）、玉村（明宣Ｇ）、
内田（奈良大）の３名が、保健師派遣状況と各都道府
県の避難者受入状況に関する地図を作製。

４月 ６日 東日本大震災支援チーム会合

畑山（京大防災研）、吉川（大産大）、土居原（アジア航測）、
浅野（富田林市）、臼井（三重大）、有馬（兵庫県大）、伊藤
（ジオワークス）、青木（宇治市）、黒木（あっとクリエー
ション）、久保田（インフォマティクス）、玉村（明宣G）

EHIME_EMTを公募し、10名程度あつまる

愛媛県を担当



初動調査体制（基礎調査）

【北海道・東北】
*北海道 明宣G 玉村
*青森県 兵庫県立大 上野
*岩手県 小樽商科大 深田
*宮城県 奈良大 山口
*秋田県 兵庫県立大 上野
*山形県 奈良大 大東
*福島県 奈良大 古川
【関東】
*茨城県 奈良大 岩崎
*栃木県 兵庫県立大 上野
*群馬県 奈良大 長田
*埼玉県 奈良大 芝田
*千葉県 アジア航測 土居原
*東京都 情報セキュリティ大 齋藤
*神奈川県 情報セキュリティ大 齋藤
【中部】
*新潟県 兵庫県立大 上野
*富山県 兵庫県立大 福永
*石川県 兵庫県立大 福永
*福井県 兵庫県立大 福永
*山梨県 奈良大 小松
*長野県 奈良大 武田
*岐阜県 兵庫県立大 福永
*静岡県 兵庫県立大 福永、アジア航測 土居原
*愛知県 奈良大 樽野
*三重県 奈良大 山西

被災者受入状況の基礎調査担当者（平成23年4月14日～4月22日）

【近畿】
*滋賀県 兵庫県立大 有馬
*京都府 兵庫県立大 有馬
*大阪府 兵庫県立大 福永
*兵庫県 兵庫県立大 上野
*奈良県 宇治市 青木
*和歌山県 宇治市 青木、兵庫県立大 有馬
【中国】
*鳥取県 富田林市 浅野
*島根県 兵庫県立大 有馬
*岡山県 兵庫県立大 有馬
*広島県 兵庫県立大 有馬
*山口県 兵庫県立大 有馬
【四国】
*徳島県 香川大 野々村
*香川県 香川大 野々村
*愛媛県 愛媛大 山岸
*高知県 香川大 野々村、兵庫県立大 有馬
【九州】
*福岡県 インフォマティクス 久保田
*佐賀県 インフォマティクス 久保田
*長崎県 奈良大 神野
*熊本県 奈良大 中村
*大分県 奈良大 宮田
*宮崎県 奈良大 東
*鹿児島県 富田林市 浅野
*沖縄県 明宣G 玉村

※各自治体の情報提供の有無、提供内容とURLを初動調査として実施



愛媛県公式ホームページの
住宅支援サイト

ここをクリックする
と３つのPDFあり

この活動を通じて
１）ESRI 社から６ヶ月
限定の「ARCVIEW10」
の提供をうけた。
２）東京カートグラフィッ
ク社から、「地図太郎」
の提供をうけた。
この場を借りて謝意を
表します。



東日本大震災支援活動でEHIME_EMTでは、愛媛県
被災者受け入れ可能な公営住宅, 県職員住宅、教職

員住宅の位置情報をGoolge Earthに表示した

公営住宅

県職員住宅

教職員住宅



EHIME_EMTの10月以降の活動

愛南町の一時避難所

宇和海５市町の一時避難所（合計1500箇所）→ArcView10でkmlに変換

→津波（１８５４年の南海地震をモデル）の到達時間と津波高さなど

伊方町と八幡浜市の一時避難所と
津波、土砂災害予測図



宇和海沿岸の一時避難所をKMLで表示して、

津波の到達時間、高さとの関連を検討する。

• EXCEL →TEXT→ARCVIEW１０→KML
一時避難所リスト

津波の到達時間と高さ（500mメッシュ）

津波浸水予想域



第一波津波到達時間（分）、最大津波到達時間
（分）、最大波高（ｃｍ) （500m メッシュのポイントデータ)

宇和島には、第一波は1時間後、
最大波高4mの到達時間は3時間後



宇和海沿岸の一時避難所をKMLで表示して、地表地

震動との関連を検討する。

地表地震動のデータ（500mメッシュ）



2011年度愛媛大学GIS研究会

プログラム：

１．GIS研究会の活動経過・今後 愛媛大学GIS研究会代

表

山岸宏光

２．講演「持続的な森林経営とGIS」中部大学 国際ＧＩＳ

センター准教授 竹島 喜芳
３．講演「空中写真とGISを用いた山地崩壊地の長期解析

」 愛媛大学 農学部准教授 戎 信宏
４．国土地理院からのお知らせ 国土地理院四国地方測
量部次長 清水乙彦

2011年10月17日
愛媛大学 社会連携推進機構 2階研修室



GIS Day in GIS Day in 四国四国 20112011ー防災のためのー防災のためのGISGIS実習ー実習ー

主催：愛媛大学GIS研究会・ 愛媛大学防災情報研究センター

共催：国土交通省国土地理院四国地方測量部・（社）地理情報システム学会

後援: 愛媛大学地域創成研究センター・（社）愛媛県測量設計業協会

協賛：ESRIジャパン（株） （株）古今書院

参加費無料

日時：2011年11月15日（金）10:00～17:00
場所：愛媛大学総合情報メディアセンター

GIS (地理情報システム）は、今や様々な分野で使われており、特に防災対策にとっても必須の技術となっています。愛媛県におい
ても、松山市、大洲市、新居浜市などの基盤地図情報が地理院から公開され、さまざまな国土情報が整備されつつあります。

2011年３月に東日本大震災も発生し甚大な被害をうけました。四国でも東南海・南海地震の発生も危惧されていることから、今回は
とくに自治体やコンサルなどの防災担当者がGIS技術が活用できることを目的に、下記の要領で昨年度にひきつづき『GIS Day in 四国
2011』と題した実践的なGIS実習を開催します。奮ってご参加ください。

【プログラム】

セミナー（メディアセンターメディアホール） 定員120名

10:00～ 10:10 開会挨拶 愛媛大学防災情報研究センター副センター長 教授 板屋英治
10:10～ 11:00 「防災のためのGIS入門」 愛媛大学GIS研究会 代表 教授 山岸 宏光

GIS実習（メディアセンター内 演習室） 定員23名

1１:10～1２:00 GIS 実習 １ 講師 山岸宏光

12:00 ～13:00  昼休み

13:00 ～17:00 GIS 実習 ２ 講師 Netra Prakash ・Ngadisihほか

使用ソフト： Arc View 9.3.1（基本ソフトとSpatial Analyst）, Google Earth など

終了後、ささやかな“GIS 交流会”を開催します。



今年度内に実施中の課題

1. 大洲市を中心に、水害、地震、
土砂災害などの実績整理と予
測地図のwebGISを作成して試

験運用を行う



現在は、大洲市周辺をモデルに
水害と土砂災害の危険度予測マップをGoogle Map
やGoogle EarthをPlatformにしたWEBGIS作成



肱川水害浸水予測区分（国土交通省大洲河川
事務所提供）をWEBGISで提供

大洲市肱川の水害浸水予測図をGoogle
Earthで表示



松山市周辺の地震被害予測図をGIS化して提供

震度分布

地表加速度分布

液状化率分布

４次メッシュ（500mX500m）



Google Earth Api やGoogle Map APIによる
災害・防災情報WEBGISで表示例

２０１０年庄原災害
調査軌跡と土砂災害
データ

2004年新居浜災害 内子町の防災マップ



愛媛大学「防災GIS研究会」の

今後の課題

1. webGISを作成すること(Starting)
2. EHIME_EMTと国、県、市町の防

災GISの支援や人材育成

3. 宇和海沿岸５市町、大洲市、松山市など
の発生しうる災害要因（地震、水害、土
砂災害）のＧＩＳ解析

たとえば、避難所、病院、市庁舎などは
、大丈夫か？などをバッファで解析する
など


